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事業内容・目

標達成状況

の振り返り

･福島家住宅については所有者の修理計画見直しに伴い、屋根葺き替えによる最低限の保存修理を実施した。

・懸案となっていた光明寺の防災対策について、事業実施により改善が図られた。

・立石の雄スギが降雪により折れた枝を防腐対策を含めて処理できた。

改革改善

の考え方

①問題

点

文化財の多くが民家所有であり、経費負担をともなう保護事業への協力が課題である。

②改革

提案

文化財パトロール等を通じて保存状態を把握し、修繕等が必要な文化財については、所有者と十分な話し合いを行う。

総事業費①+② 1,590 2,105 1,497

人件費計（千円）② 536 429

2,000

正規職員所要時間 150 120

臨時職員所要時間

一般財源 1,054 2,105 1,068

その他

起債

県支出金

国庫支出金

事業費計（千円）① 1,054 2,105 1,068 2,000

25年度予算額 特定財源内訳、補足

2,000

事業コスト 23年度決算額 24年度予算額 24年度決算額

24

年

度

事

業

内

容

１　市有形文化財、史跡等　修理工事

　福島家住宅修理

２　国・県指定文化財　修理等工事

　（１）光明寺の防火防犯対策

　（２）立石の雄スギ雌スギの雄スギの折れた枝の処理

１　補助金額

２

（１）補助金額

（２）補助金額

１　963千円

２

（１）82千円

（２）23千円

事業内容 名称 活動指標

事

業

概

要

・指定文化財の管理及び保護のために行う修繕等の補助金を交付する。

・指定文化財の保護事業のうち、①文化財保護法の規定による国の補助金の交付を受けた事業　②長野県文化財保護条例および補助金

交付規則の規定による県の補助金交付を受けた事業　③飯田市文化財保護条例の規定による指定文化財の管理及び保護のために行う

事業について、飯田市文化財保護事業補助金交付要綱に基づき補助する事業である。

・文化財の所有者が事業主体となって行う①指定文化財の保存のために行う修理及び災害復旧事業並びに環境整備事業　②指定文化財

の保護のために行う防災上の工事及び修理並びに災害復旧事業に対し、補助金を交付する。

・国・県教育委員会の指導を受けながら所有者・事業者と協働して事業を行う。

目

標

種別 24年度実績 25年度計画

定性

目標

3 2 3

指標名及び単位 24年度計画

成果

指標

保護事業を実施した指定文化財数（件） 1

28年度見込み

国・県・市指定文化財数（件） 150

意図（どういう状態

にするか）

指定文化財所有者と協働し、後世に伝えていくための保

護措置を行う

向上させたい上位施

策の成果指標

保存･継承されている地域資産の数（累計）

備考（指標変更など）

目

的

対象（誰・何を） 国・県・市指定文化財

対

象

指

標

指標名及び単位 24年度数値

施策 63 地域資産の保存・継承

基本計画上

の位置づけ

政策 6 地域の自然・歴史・文化を活かし続けるまちづくり

課等名 生涯学習・スポーツ課 係等名 文化財保護係第２係

事業種別 政策 開始 1 終了

事務事業名

会計 一般会計

文化財保護事業への補助

63 事業№ 47 35平成24年度事務事業実績評価表【政策・経常共通】 政策№ 6 施策№


